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にするための検討を行ったところ、 ABA は、抗酸化酵素 catalase および ascorbate peroxidase の遺伝子発現および
活性上昇を介して、酸化ストレスに対してのみ特異的に緩和応答を誘導していた。




ABA の生合成経路に関する検討を行った。この結果、 C. reinhardtiiには ABA、生合成中間体および関連酵素が全て
存在していることが明らかとなった。そこで、高等植物における ABA 生合成の律速酵素と考えられている 9-cis
epoxycar叫enoid dioxygenase (NCED) に注目して詳細な検討を行った。 C. reinhardtii の EST データベースの中
から高等植物の NCEDに類似した配列を検索し、この配列を含む mRNA の発現におよぼす浸透圧、塩および酸化ス
トレスの影響を解析したところ、酸化ストレスのみによって発現が誘導されていた。
これに対して、 A空間echoり'stis においては内在性の ABA が極微量存在していることが明らかになったものの、生合
成中間体は存在しておらず、関連酵素の存在も不完全で、あった。また、 NCED 類似の遺伝子を破壊しても、細胞内
ABA 含量に変化は認められなかった。これらの結果は、 A分刀echoり'stis において ABA がカロチノイドの非酵素的分
解によって生成している可能性を示唆している。カロチノイドの非酵素的分解を引き起こす環境要因として、強光な
どが考えられる。そこで、強光を照射した細胞に含まれるカロチノイド類を分析したところ、微量の生合成中間体が













応答反応に着目し、高等植物のストレスホルモンである Abscisicacid (ABA) の微細藻類における生理作用について
検討したものである。
本研究では、真核生物である縁藻 Chlamydomonas reinhardtii・においては ABA が高等植物と同様に酵素的に生合
成され、高等植物よりは限定されているものの、ストレス応答に関するシグナル分子として機能していることを明ら
かにしている。また、ラン藻砂l1echocystissp. PCC 6803 においては、高等植物や緑藻のような酵素的生合成経路が
存在せず、 ABA をシグナル分子とするストレス応答機能が存在しないことを明らかにしている。さらに、これらの結
果を総合的に高等植物と比較し、光合成生物における ABA をシグナル分子とした環境ストレス応答の進化プロセス
についての考察を行った。
本研究において初めて行われた光合成生物聞の詳細な比較解析は、環境ストレス応答機構の多様4性や進化プロセス
を解明する上で非常に有効な方法であり、今後の更なる研究の展開によって次世代の耐性植物作成に向けた基礎的情
報収集が可能になると期待される。以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認められる。
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